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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、敗戦を契機とした軍隊の解体が生み出した広大な旧軍用地（軍隊が残した負の

遺産）が、現代社会において、いかにして活用されているのかを調査しながら、負の遺産が、
社会において持つ意味について研究した。その結果、旧軍用地の活用は、日本のみならず、太
平洋戦争に関わった他のアジア地域における戦後復興および地域開発に重要な役割を果たして
いる一方、既存の地域社会と人間関係を激変させたことが明らかとなった。 
  
研究成果の概要（英文）： 
By exploring the question of war heritage, we discovered that the use of former military 
reservations had played a significant role in the reconstruction and development of 
postwar society, not only in Japan but in other Asian countries involved in the Pacific 
War, and provoked various conflicts. 
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１．研究開始当初の背景 
 ユネスコの世界遺産事業に見られるよう
に、世界各地で文化遺産に対する関心が高ま
っている。それに応じて、文化遺産や博物館
に関する社会学的研究が国内外で活発に行
われつつある。本研究のテーマである「負の
遺産」とは、原爆ドームが世界遺産登録され
た時期から、頻繁に用いられるようになった
用語で、戦争や環境汚染、労働災害などがも
たらした廃坑、旧植民地時代の建築物のよう
に近代史の否定的側面を示す遺産を意味す

る。しかし、負の遺産に関する研究は未だ緒
についたばかりであり、戦争、特に太平洋戦
争の負の遺産に焦点を絞った社会学的研究
は皆無に等しい。また、太平洋戦争を対象と
する本研究は、戦争の社会学的研究の先駆と
しても位置づけられる。 

研究代表者（荻野）は、平成 8年度科学研
究費補助金基盤研究(C)(1)「制度としての文
化財と博物館−欧米、特にフランスとの比較
社会学的研究に向けて−」による国際共同研
究を出発点として、平成 9 年-11 年度科学研



究費補助金基盤研究(A)(2)「制度としての文
化財と博物館−欧米、特にフランスとの比較
社会学的研究−」を遂行した。以上の文化財
と博物館の比較社会学的研究の過程で、本来
であれば忘れてしまいたいような忌まわし
い記憶を想起させる負の遺産が積極的に保
存される動きが世界各地で活発化している
点に現代社会の特質を解くカギがあると認
識するようになった。その成果は平成 13 年
度科学研究費公開促進費の助成を受け、荻野
編『文化遺産の社会学』新曜社として出版し
た。また、「負の歴史的遺産の保存—戦争・核・
公害の記憶」（片桐新自編『歴史的環境の社
会学』第９章、新曜社、2000 年）などの論文
を発表した。 

これを踏まえて、平成 17-19 年度科学研究
費補助金基盤研究(B)「二十世紀における
『負』の遺産の総合的研究―太平洋戦争の社
会学―」において、日本とアメリカ、アジア
諸国に共通する太平洋戦争の「負」の遺産に
焦点を絞って、国際比較研究を推進した。そ
の成果は中間報告書（2007）をはじめ数編の
論文等で発表している。その成果から、記憶
の問題だけでなく、戦後社会の諸問題の多く
が、太平洋戦争とその敗戦がもたらした「負」
の遺産に由来するとの認識を得た。 
 
２．研究の目的 

研究期間内に主として行うのは、日本、ア
メリカ、アジア太平洋諸国における太平洋戦
争の「負」の遺産に着目し、その実態を把握
することである。太平洋戦争という共通の出
来事の記憶がどのように保存され、アジア太
平洋諸国の現在にとっていかなる意味を持
っているのか。また、国際関係にどのような
影響を与えているのかについて、目に見える
モノや場所、それらを核として語り出される
人々の脳裏に刻まれた記憶までを「負」の遺
産として対象化し、社会学を中心に人類学・
民俗学・歴史学・哲学などの多角的な観点か
ら総合的、かつ比較社会論的に検討すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 

太平洋戦争の「負」の遺産が、太平洋戦争
に関係した広範な地域にどのように保存さ
れ、それぞれの地域の現在にどのようなに影
響を与えているのかについて、現地調査に基
づいて実証的に把握することにある。 

日本国内において、旧軍用地はいかに活用
されているのか、旧軍用地の開発に関する資
料を収集する。また、その開発によって生じ
る地域の変化を映像として記録する。 

また、アメリカ、フランス、中国および韓
国の研究者と連携し、「負」の遺産の共同調
査を行い、「負」の遺産の国際比較研究を推
進した。 

 
４．研究成果 
 日本とアメリカ、アジア・太平洋諸国にお
ける太平洋戦争の「負」の遺産に焦点を絞っ
て、国際比較研究を推進した。その結果、戦
争の記憶に直接かかわる問題のみならず、戦
後社会の諸問題の多くが、太平洋戦争とその
敗戦がもたらした「負」の遺産に由来すると
の認識を得た。そこで、本研究では、旧軍用
地のような戦争遺産がいかに保存されたの
か／保存されなかったのかについて、地域の
変容との関係において捉えながら、戦争の社
会への影響について調査を実施した。たとえ
ば、敗戦を契機とした軍隊の解体が生み出し
た広大な旧軍用地（軍隊が残した負の遺産）
の利用は、戦後復興に大きな役割を果たす一
方、既存の地域社会と人間関係を激変させた。
それは田園風景の中に突如として工業団地
が出現するような、いびつな風景を各地に出
現させたことに表れている。 
本研究では、戦後日本社会における土地活

用の変化と、それによって引き起こされる社
会問題（とくにいじめ自殺）の関連について、
考察した。また、フランス語圏映像社会学シ
ンポジウム（於ブリュッセル自由大学）にて、
戦後社会の問題を映像化したアニメーショ
ンを上映し、「負」の遺産に関する研究をい
かにして映像化するのかという点について
報告した。 
また、日本、アジア・太平洋、ヨーロッパ

において、激戦の記憶がいかに残されている
のか、本研究において調査したものについて、
時系列的にまとめた「太平洋戦争とその遺産
に関する年表」を作成し、成果報告書（2011）
に掲載した。ここでは、現在、太平洋戦争の
戦闘の記録に対応させて、その出来事の記憶
が、現在いかに保存されているのか、実際に
調査を行ったモニュメントやミュージアム
の写真を記載している。 
中国雲南省にて、戦時期の激戦地区が戦後

どのように利用されてきたのか、雲南社会科
学院の研究者たちと情報交換を行った。その
結果、当時の激戦地区には、戦争の記録を展
示する博物館が開設されており、愛国教育の
拠点、観光地として、多くの中国人が訪問し
ていることが明らかとなった。 
また、ロンドンで開催された Conference 

"Cultural Heritage ? in East Asia",では、
アメリカ、中国、韓国の研究者と学術交流を
行い、負の遺産化という観点から、現代社会
における「保存」の意味を考察した。その結
果、必ずしも、積極的に保存しようとする営
みだけが、保存に結びつくのではなく、むし
ろ、保存しないことが保存に結びつく場合が
あることが明らかとなった。 
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